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新技術の地域実装に向けた研究活動新技術の地域実装に向けた研究活動
土木学会 ｢ 新技術の地域実装に向けた研究活動助成 ｣ に採択されました。
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㈲吉川土木コンサルタント , 福井コンピュータ㈱ , ㈱IML , 山形県南陽市

研究開発課題名

3Dモデルを用いた橋梁点検の効率化技術の地域実装
対象地方自治体 ： 山形県南陽市 ／ 対象構造物： 橋梁

効率化効果の確認

概要

•状態把握：

•点検作業：

•補修設計：

地方自治体の直営点検で実証し､点検効率化の効果を確認するとともに、
技術改良による現場適用性の向上に取り組み、地域への普及を推進します！

・国土交通省「点検支援技術性能カタログ」に掲載された技術(技術番号：BR020031－V0023)をベー
スとして、小規模からハイピアまで多様な橋梁に対応させるため、対象橋梁の特性に応じた計測機器
を単体及び複数用いて､橋梁の３Dモデルを構築する。

3Dモデル

対象橋梁の全体状況を把握
表示機能 (移動､回転､拡大／縮小)により変状の場所や種類を把握
対象橋梁を再現して変状の状態を確認
　　　チョーキングやスケッチ(外業作業 )や損傷図の作成 (内業作業 )時間を低減
変状寸法を算出し､変状画像に付記して出力
　　　補修設計に要する数量算出を容易化

3Dモデル作成、点群処理、AI等のデータ処理計測

定期点検 小規模～ハイピまで、
多様な橋梁に対応
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点検の効率化点検調書に活用 状態把握、点検記
録の効率化

補修用の数量算出
の効率化

点検支援技術性能カタログ掲載技術

・福島ロボットテストフィールド
の試験用橋梁にて検証
・桁長14.85m､幅10m､ 
桁下高5m

・ハイピア橋や桁下に装置を設置で
きない渡河橋などへの対応
・高解像度画像＋AIによるひび割れ
変状への対応

・小規模橋梁への対応

・高解像度画像＋AIによる
ひび割れ変状への対応

3Dモデル
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模擬鉄筋露出

変状寸法の計測

レーザースキャナ
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